
































・ 私は現在 19 歳ですが、河合隼雄先生を知っ
たのは 16 歳の時でした。河合先生の偉大
さを知り、是非一度講演を聴いてみたいと
思っていましたが、新聞にてお亡くなりに
なられたことを知り、大変悔やんだことを
今でも感じています。…（中略）今回のシ
ンポジウムは、生前から現在にかけて、未
だにすばらしい影響を多くの人々に与え続
けている河合先生の偉大さを再び思い知ら
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され、ただただ尊敬し、感激し、悔やみま
した。心理臨床をすべきなら、中途半端で
なく、「一筋」にやることが一番大切で、
徹底できるのだと思いました。（臨床 1 回
女子）
・ シンポジストの皆様の、河合先生への想い
がひしひしと伝わり、ところどころ泣きそ
うになりました。「クライアントのために」
という河合先生のお考え、スタンスを、こ
れから学んで、自分の人生の中でも生かし
ていきたいと思います。貴重なお話、あり
がとうございました。（臨床 4回女子）
・ 今回の講演会はシンポジストの方々の河合
先生との実体験をもとに話して下さったの
で、先生の人柄がすごく分かりやすかった
です。このような講演会に出席することで、
勉強へのモチべ－ションも上がるので良い
と思います。また機会があれば、参加した
いです。（臨床 1回女子）
